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不登校対策における校内体制と 

居場所づくりの構築 
～特別支援校内委員会・地域 

を活用した登校支援～ 

八王子市立恩方中学校 

令和５年度（202３年度）八王子市教育委員会 「八王子市教育課程研究推進校（不登校）」 研究成果報告 

「不登校生徒支援」 

校庭からの校舎全景写真または学校の 

特色が分かる写真を挿入する 

 

八王子市立恩方中学校 

本年度のスローガン

「改革とチャレンジ」 

本校は八王子市で不登校対応教員加配校の指定を受け

ており、令和５年度、１年間不登校生徒を支援する研究を行

ってきた。本研究の特徴は、「不登校対策委員会」を中心と

したチーム指導である。特別支援教室（ステップ教室）など

の「特別支援チーム」や、学校以外の第三者で構成された

「チーム学校」との連携により、不登校生徒に対してきめ細

かい対応をした事例を紹介する。 

対象生徒は、前年の遅刻欠席率が６２.８％を超えており、

小学校段階から生活リズムの昼夜逆転の傾向が見られた。

担任の根気強い家庭訪問や働きかけにより、週に１、２回登

校している状況が続いていた。 
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研究主題を実現するための取組  

１．不登校事例に応じたアセ 

.スメントを行う。 

①学級担任や養護教諭、スクールカウンセラーが生

徒、保護者への聞き取りや面談を行い、生徒の特

性や状況、家庭の困り感等の情報を把握する。 

②登校支援コーディネーターを中心にケース会議を

開き、チーム支援の必要性や方向性を校内で確

認する。その際、特別支援教室専門員も参加し、

巡回心理士からのアドバイスを共有する。 

2.特別支援校内委員会にて 

対応策を検討する。 

ケース会議を踏まえて、特別支援校内委員会

（不登校対策委員会）にて、生徒の状況や変化を

共有し、個別の対応策を参加メンバー全員で協議

する。校内委員会には、子ども家庭支援センターの

担当職員や民生児童委員、スクールソーシャルワ

ーカーにも参加してもらい、第三者連携の可能性

や方向性を確認する。対応策を検討することを通し

て、不登校生徒の要因として、「発達の課題」や

「家庭の問題」があることが明らかになった。 

チーム支援 

第三者連携 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題を実現するための取組  

3.生徒の「発達の課題」に 

対する支援を行う。 

生徒の発達の課題に対しては、特別支援教室

（ステップ教室）と連携したクロス指導を行う。特別

支援教室専門員と学級担任が密に連絡を取り合

い、生徒の支援目標や取組を共有し、特別支援教

室と通常の学級それぞれで発達の課題への支援

を行う。主に特別支援教室ではソーシャルスキルト

レーニングを通して他者と関わりながら生活できる

ような働きかけを行う。また、特別支援教室専門員

を交えて巡回心理士のアドバイスを受ける。 

①子ども家庭支援センターやスクールソーシャルワ

ーカーと連携し、保護者への支援を行う。 

②民生児童委員による家庭訪問や放課後の活動

支援を行う。 

③学校運営協議会による放課後基礎教室への参

加を促し、学習支援を行う。 

これらのような取組には、「子ども支援」という共

通認識の下での、第三者連携が重要である。 

４．第三者連携による「家庭 

.支援」を行う。 
第三者とは… 

子ども家庭支援センター、民生児童委員、学校運営協議会 等 

保護者支援 

特別支援 

クロス指導 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究成果と課題 

 

丁寧なアセスメントやチーム支援によ

って、前年の遅刻欠席率 62.8％から

53.8％となり、9.0ポイントの改善が見ら

れた。 

入学当初は欠席する生徒が半数を占め

ていたが、現在では遅刻が大半を占め、不

登校状態は解消したと考える。 

成果 

 

より充実した保護者支援が必要であ

る。特に、進学に向けた情報提供や学習

支援について、第三者との連携を図って

いくことが重要である。 

今後は、バーチャルラーニングプラッ

トフォーム（VLP）を活用した学習支援

など、「子ども支援」をより一層推進して

いく。 

課題 

 

多くの学校が不登校対策に取り組ん

でいるが、不登校対策は担任が一人で担

うのではなく、学校が組織として対応

し、必要に応じて関係機関と連携して取

り組むべきものである。 

第三者連携はコーディネートする側

の力量が問われるが、学校が一丸となっ

て取り組むことで、適切に連携を図るこ

とができ、不登校生徒に寄り添うことが

できる。 

生徒が安心して学校生活を送るため

には、「地域と共に歩む」ことが大切で

あり、そのためには、学校と地域が連携

した組織的な対応が重要である。 

まとめ 

 

 


